
Ⅰ．はじめに

　成型駒による原木栽培はその長所等から，地域によっては多く

の生産者によって行われている。しかしながら，この成型駒を使

用した原木シイタケ栽培については曽根ら（1）の報告はあるも

のの，その栽培特性等について未だ十分に解明されているとは言

えない。前回はクヌギ原木を用いた成型駒の多孔植菌の効果につ

いて報告した（2）。今回は成型駒のクヌギ・コナラ別の多孔植

菌による比較試験を行い，いくつかの知見を得たので報告する。

Ⅱ．材料及び方法

　購入したクヌギとコナラ原木に，市販されている高温性品種の

菌興６９７の成型駒を表－１に示すように植菌数を変えて接種した。

接種後，直ちにセンター内の野外において約２ケ月間仮伏せをし

たのち，林内に伏せ込んだ。そして，表－２に示す時期に浸水し，

発生した子実体はその発生部位（植菌孔部，樹皮部）に分けて採

取し，規格別に測定した。さらに，傘部に変形がある子実体の占

める割合を変形率として測定し，発生終了後には成型駒の残存数

を数えた。

Ⅲ．結果と考察

　１．収量

　供試ほた木の１本当たりの子実体発生量を図－１に示す。今回，

４回発生させた合計ではクヌギの７２個区が最も多くなった。樹種

別・植菌数別の特徴を見ると，クヌギは植菌数が多くなるにつれ

て収量も多くなったが，コナラは４８個区と７２個区では大きな違い

はなく，クヌギとコナラで多孔植菌の効果の違いが示唆された。

さらに，第２回次までは４８個区，７２個区の子実体発生量が２４個区

と比べると多かったが，これは多孔植菌によるほだ化の程度の違

いによるものと推察された。しかし，この植菌数の違いによる子

実体発生量の差も，ほだ化の期間が長くなるに従って縮まり，第

４回次の発生では試験区間で大きな違いはなかった。また，第３

回次の発生量が極端に少なくなっているが，これは発生時期に

３０℃を越す高温が続いたことが影響したものと考えられた。

　２．子実体の発生形態

　浸水回次ごとの植菌孔部からの子実体発生率を図－２に，同じ

く成型駒使用率（当初植菌した成型駒のうち，子実体の発生に使

用された駒の割合）を図－３に示す。前報と同じく，植菌数が多

くなるに従い，植菌孔部からの発生率は高くなったが，クヌギと

コナラではその発生率に大きな違いが見られた。クヌギは第２回

次の発生までは１００％植菌孔部から発生するなど，高い率で植菌

孔部から子実体が発生した。一方，コナラは第１回次で既に一部

の子実体が樹皮部から発生し，植菌数の少なかった２４個区におい

ては第２回次には既に半分以上が樹皮部から発生した。また，ク

ヌギは植菌数にあまり関係なく，４回の浸水・発生で約６０％の成

型駒が使用されたのに対し，コナラはクヌギに比べて使用率は全

体的に低く，特に植菌数の少ない２４個区は約４０％の成型駒しか使

用されなかった。これらのことから，穴取り発生を期待する成型

駒の多孔植菌では，クヌギ原木の方がその効果の高いことが示唆

された。これはクヌギとコナラの樹皮厚など，原木の形質の違い

が大きく影響したものと思われる。
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表－１．供試ほた木

材積（m３）径級（cm）原木数（本）植菌数（個／本）試験区

０．５１２９～１１４５２４ク－２４

０．４６２〃４０４８ク－４８

０．５１６〃４５７２ク－７２

０．５１６〃〃２４コ－２４

０．５１２〃〃４８コ－４８

０．５０７〃〃７２コ－７２

試験区のクはクヌギ，コはコナラ，２４，４８，７２はそれぞれ１本当たりの植菌
数を示す。

表－２．浸水時期と条件

浸水温度浸水時間浸水時期浸水回次

２０℃２時間Ｈ１３．１０．２２第１回

１８℃２３時間Ｈ１４．５．８第２回

１８℃２３時間Ｈ１４．７．１７第３回

１８℃２３時間Ｈ１４．９．９第４回



　３．子実体の品質

　子実体の個重を図－４に示す。一般に発生が多くなると個重は

小さくなる傾向があるが，クヌギとコナラで比較すると，両樹種

とも発生初期の段階では個重に大きな違いは見られなかった。し

かし，第４回次になると，コナラから発生した子実体は極端に個

重が小さくなった。一方，クヌギは第４回次においても平均約２０

ｇの子実体が得られた。次に，第４回次における子実体の発生部

位別個重を図－５に，子実体の発生部位別変形率を図－６に示す。

各試験区とも植菌孔部から発生した子実体は樹皮部からのものと

比べると，明らかに大きく，また変形も少ないという結果となっ

た。

　以上のことから，植菌孔部からの子実体の発生率が高いクヌギ

原木の多孔植菌は子実体の品質の向上に効果があることがわかっ

た。

Ⅳ．おわりに

　実際，成型駒の多孔植菌による原木シイタケの生産を行ってい

る現場ではクヌギ・コナラとも植菌数等に違いはなく，同じ栽培

方法がとられている。しかし，今回，クヌギとコナラで多孔植菌

の効果に違いがあり，樹種の選択や植菌数を変えることにより，

シイタケの品質や生産性の向上が図られることが示唆された。一

方，曽根ら（1）はクヌギとコナラでの多孔植菌に適した品種が

あることを報告している。そのため，今後は県内で主に使用され

て成型駒の各品種について，クヌギとコナラでの比較試験を行う

とともに，種菌代や植菌手間代等を含めた，収益性についても検

討していきたいと考えている。
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図－１．子実体発生量

図－２．植菌孔からの子実体発生率

図－６．子実体の発生部位別変形率

図－３．成型駒の使用率の推移（累計）

図－４．子実体の個重

図－５．子実体の発生部位別個重（第４回次）


